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***発 表 を 終 え て***
これまで泉鏡花を研究 してきた私は、言葉 と信仰に関心を持
っようになりました。鏡花は 「信仰の作家」 といわれてお り、
その作品に日本の民間伝承や信仰の要素がよく見 られている。
鏡花の小説 と戯曲を理解するたあ、柳田国夫や折口信夫の研究
が有効な手掛かりとなるのではないかと思 ったのである。
その宗教性をもう少 し手繰るたあに、 日本人のいわゆる言霊
信仰や折口信夫の古代文学と芸能に関する理論を今回の研究と
して取 り上げたのであるが、具体的な例がなければ、 この研究
は理論に留まると思う。そのゆえに、 ここでは能に現われてい
る自然の描写について考えてみることにしたのである。能では、
世界演劇で類例のないほど自然の現象を主題あるいは主人公 に
する曲がある。 これは仏教の 「草木成仏」 の思想に明 らかに基
づいているが、神道の自然崇拝 も勿論潜めている。 しか し、人
間は自然を芸術によって表現すると、自然はある程度人格化 さ
れ馴致されるので、決 してありのままに再生出来 る訳に行かな
いことは言 うまでもないだろう。にも拘 らず、能で表現 される
自然はただの修辞的な表現に留まらない。能には典礼的な要素
がまだ残 っており、その背景となった自然 に対する信仰 は今で
も幽かに仄めかされていると思 う。
今年の日文研 フォーラムで能にっいての発表 はこれで二回目
となった。そのためにいろいろお世話 して下 さり、司会 もして
下さった臼井祥子さんとコメンテイターして下 さった光田和伸
先生に心からお礼を申し上げたいと思います。
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BeatriceM.BODART-BAILEY
「三 百 年 前 の京 都 一 ケ ンペル の上 洛記 録 」
⑳ 3.6.11(1991)
サ トヤB.ワ ル マ
(ジ ャワハ ル ラー ル ・ネール大 学 教 授 ・日文 研 客員 教 授)
Satya.B.VERMA
「イ ン ドにお け る俳 句 」
43
丶
3.7.9
(1991)
ユルゲ ン ・ベルン ト(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
J{irgenBERNDT
「ドイツ統合 とベル リンにおける森 鴎外記 念館」
ノ
⑳〆
3.9.10
(1991)
、
ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大学助教授)
DonaldM.SEEKINS
「忘れ られたアジアの片 隅一50年 間の 日本 とビルマの関係」
⑳ 3.10.8(1991)
王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)
WANGXiaoPing
「中国詩歌における日本人のイメージ」
⑳ 3.11.12(1991)
辛 容 泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究員)
SHINYong-tae
「日本語 の起源
一日本語 ・韓 国語 ・甲骨文字 との脈絡 を探 る一」
⑱ 3.12.10(1991)
洪 潤植(東 国大学校教授)
HONGYoonSik
「古代日本佛教における韓国佛教の役割」
⑳
4.1.14
(1992)
サ ウィトリ ・ウィシュワナタン
(デ リー大学教授 ・日文研 客員教授)
SavitriVISHWANATHAN
「イン ドは日本か ら遠 い国か?一 第二次大戦後の
国際情勢 と日本 のイ ンド観 の変遷 一」
40
4.3.10
(1992)
ジ ャン=ジ ャック ・オリガス
(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授)
Jean-JacquesORIGAS
「正 岡子規 と明治の随筆」
⑪ 4.4.14(1992)
リブシェ ・ボハーチコヴァー(プ ラハ国立博物館 日本美術
元 キュレーター ・日文研客員教授)
Libu忌eBOHA6KOVA
「チェコスロバキアにお ける日本美術」
24
丶
4.5.12
(1992)
ポール ・マ ッカーシー(駿 河台大学教授)
PaulMcCARTHY
「谷崎文学の 『読 み」と翻訳:ア メ リカにおける
最近の傾 向」
ノ
34
〆
4.6.9
(1992)
丶
G.カ メ ロン ・バ ース ト皿(ニ ュー ヨーク市立 大学 リーマ ン
広 島校学長 ・カンザス大学東 アジア研究所長)
G.CameronHURST皿
「兵法か ら武芸へ 一徳川 時代 における武芸 の発達 一」
44
4.7.14
(1992)
杉本 良夫(オ ース トラリア ・ラ トローブ大学教授)
YoshioSUGIMOTO
「オース トラ リアか ら見 た 日本社会」
⑮ 4.9.8(1992)
王 勇(杭 州大学日本文化研究センター教授 ・日文研
外国人研究員)
WANGYong
「中国における聖徳太子」
⑯ 4.10.13(1992)
李 栄 九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)
LEEYoungGu
「直観 と芭蕉の俳句」
⑰
4.11.10
(1992)
ウィリアムD.ジ ョンス トン
(米国 ウェス リア ン大学助教授 ・日文研 客員助教授)
WilliamD.JOHNSTON
「日本疾病史考 一 『黴毒』 の医学的 ・文化 的概念 の形成」
⑱ 4.12.8(1992)
マノジュL .シ ュレスタ(甲 南大学経営学部講 師)
ManojL,SHRESTHA
「アジアにおける日系企業 の戦略転換
一技術移転をめ ぐって 一」
⑲ 5.1.12(1993)
朴 正義
(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)
PARKJung-Wei
「キリスト教受容における日韓比較」
05
丶
5.2.9
(1993)
マーティン ・コルカッ ト
(米国 プ リンス トン大学教授 ・日文 研客員教授)
MartinCOLLCUTT
「伝説 と歴史の間一北條政子 と宗教」
ノ
⑪!
5.3.9
(1993)
丶
清水 義 明(米 国 プ リンス トン大 学 マ ーカ ン ド栄 誉 教 授)
YoshiakiSHIMIZU
「チ ャールズ:L.プ リアー(1854～1919)と プ リアー美術館
一米 国 の 日本 美 術 コ レクシ ョン の一 例 と して 一」
⑫
5.4.13
(1993)
金 春美(高 麗大学教授 ・来訪研究員)
KIMChoonMie
「近代 日本知識人の思想と実践一有島武郎の場合 一」
53
5.5.11
(1993)
タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大 学教授)
TakieSUGIYAMALEBRA
「皇太子妃選択 の象徴性
一旧身分文化 との関連 を中心 として一」
54
5.6.8
(1993)
姜 希 雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研客員教 授)
H.W.KANG
「変革 と選択:10世 紀 の日本 と朝鮮
一科 挙制度をめ ぐって一」
⑮
5.7.13
(1993)
ッベタナ ・ク リステワ
(ソフ ィア大学教授 ・日文研客員教授)
TzvetanaKRISTEVA
「涙の語 り 一 平安朝文学の特質 一」
⑯ 5.9.14(1993)
金 容雲
(漢陽大学教授 ・国際日本文化研究センター客員教授)
KIMYong-Woon
「和算と韓算を通 してみた日韓文化比較」
⑰ 5.10.12(1993)
オロフG.リ ディン
(コペ ンハーゲ ン大学教授 ・日文研 客員教授)
010fG.LIDIN
「徳川 時代思想 における荻生徂徠」
⑱
丶
5.11.9
(1993)
マヤ・ミルシンスキー
(ス ロベニア・リュブ リアナ大学助教授 ・日文研客員助教授)
)
MajaMILCINSKI
「無常観 の東西比較」
ノ
95
r
5.12.14
(1993)
丶
ウィ リー ・ヴァンドゥワラ(ベ ルギー ・ルーヴァン ・
カ トリック大学教授 ・日文研客員教授)
WillyVANDEWAL:LE
「日本 ・ベルギー文化交流史 一南蛮美術から洋学まで一」
60
6.1.18
(1994)
J.マ ーティン ・ホルマン
(ミシガン州立大学連合日本センター所長)
J.MartinHOLMAN
「自然と為作 一井上靖文学における 「陰謀』一」
61
6.2.8
(1994)
マイヤ ・ゲラシモワ(ロ シア科学アカデ ミー 東洋学研究所研究員)
MayaGERASIMOVA
「外か ら見た 日本文化 と日本文学
一俳句 の可能性を中心に 一」
62
6.3.8
(1994)
オギュスタン ・ベル ク
(フ ランス ・社会科学高等研究 院教授 ・日文研 客員教授)
AugustinBERQuE
「和辻哲 郎の風土論の現代性」
⑱ 6.4.12(1994)
リチャー ド・トランス(オ ハイオ州立 大学助教授)
RichardTORRANCE
「出雲地方 に於 ける読 み書 き能 力 と現代文学、1880～1930」
64
6.5.10
(1994)
シルバ ーノD.マ ヒウォ
(フ ィ リピン大 学 ア ジア ・セ ンター準 教 授)
SylvanoD.MAHIWO
「フィ リピンにお け る 日本 現 状 紹 介 の諸 問 題 」
65
6.6.10
(1994)
劉 建輝
(中国 ・南開大学副教授 ・日文 研客員助教授)
LIUJianHui
「「魔都』体験 一文学 における日本人 と上海」
66
㌧
6.7.12
(1994)
チヤールズJ.ク イ ン
(オハ イオ州立 大学準教授 ・東北大学 客員教授)
Charles〔LQUINN
「私の 日本語発見一王朝文を中心 に一」
ノ
! 丶
フ ラ ンソワ ・マセ
6.9.13 (フランス国立東洋言語文化研究所教授 ・日文研客員教授)
67 (1994)
'
FrangoisMACE
「幻の行列一秀吉の葬送儀礼一」
賈 意萱
⑱ 6.11.15(1994)
(北京大学教授 ・日文研 客員助教授)
JIAHui-xuan
「中日比較食文化論一健康的飲食法の研究一」
彭 飛
6.12.20(日本学術振興会特別研究員)
69 (1994)PENGFei
「日本語 の表現か らみた一異文化摩擦のメカニズムー」
ミハ イル ・ウスペ ンスキ ー
(エル ミタージュ美術 館学 芸員 ・日文研客員助教授)
⑩ 7.1.10(1995)MichailV.USPENSKY「根 付 一 ロ シア・エ ル ミター ジ ュ美 術 館 の コ レクシ ョンを
中心 に一」
厳 紹 盪
⑪ 7.2.14(1995)
(北京大学教授 ・日文研客員教授)
YANShaoDang
「記紀神話における二神創世の形態一束アジア文化とのか
か わ り一」
王 家 騨
⑫
7.3.14
(1995)
(中国 ・南開大学教授 ・日文研客員教授)
WANGJiahua
「渋沢栄一の 『論語算盤説』と日本的な資本主義精神」
ア リソ ン ・トキ タ
⑱ 7.4.11(1995)
(オース トラリア ・モナシュ大学助教授 ・日文研客員助教授)
AlisonTOKITA
「日本伝統音楽における語 り物の系譜 一旋律型を中心 に一」
丶 ノ
⑭!
7.5.9
(1995)
、
リュ ドミー ラ ・エルマコーワ
(ロシア科学 アカデ ミー東洋学研究所極東文学課長)
LioudmilaERMAKOVA
「和歌 の起源 一神話 と歴史 一」
75
7.6.6
(1995)
バ トリシア・フィスター
(日文研客員助教授)
PatriciaFISTER
「近世 日本 の女性画家たち一」
76
7,7.25
(1995)
崔 吉 城
(広 島大学総合科学部教授)
CHOIKil-Sug
「『恨』の 日韓比較 の一考察」
⑰ 7.9.26(1995)
蘇 徳 昌(奈 良大学教養部教授)
SUDechang
「日中の敬語表現」
78
7.10.17
(1995)
李 均 洋
(西北大学副教授 ・日文研来訪研究員)
LIJunYang
「一日・中比較文化考一雷神思想の源流 と展開」
79
7.11.28
(1995)
ウィリアム 。サモニデス
(カ ンザス大学助教授 ・日文研客員助 教授)
WilliamSAMONIDES
「豊 臣秀吉 と高台寺 の美術」
80
7.12.19
(1995)
タチヤーナL.ソ コロワ=デ リュー シナ
(翻訳家 ・日文研来訪 研究 員)
TatyanaL.SOKOLOVA-DELYUSINA
「俳句 の国際性 一西欧 の俳句 についての一考察 一」
18
㌧
8.1.16
(1996)
ジ ョン ・クラーク
(シ ドニー大学助教授 ・日文研客員助教授)
JohnCLARK
「日本の近代性 とアジア:絵 画の場合」
ノ
⑳〆
8.2.13
(1996)
丶
ジェイ ・ルー ビン
(ハーバ ー ド大学教授 ・日文研客員教授)
JayRUBIN
「京 の雪、能の雪」
83
8.3.12
(1996)
イザベル ・シャリエ(神 戸大学 国際文化学部外国人教師)
IsabelleCHARRIER
「日本近代美術史の成立 一 近代批評 における新語 一」
84
8.4.16
(1996)
モー リス ・モー トン
(ニューキ ャッスル大学教授 ・日文研客員教授)
LeithMORTON
「日本近代文芸 におけるゴシック風小説 」
85
8.5.28
(1996)
マーク ・コウデ ィ ・ポール トン
(ヴ ィク トリア大学 ・日文研客員助教授)
MarkCodyPOULTIN'
「能 における 『草木成仏』の意 味」
86
8.6.11
(1996)
フランシスコ ・ハ ビエル ・タブレロ
(慶應義塾大学訪 問講師)
FranciscoJavierTABLERO
「社 会的構築物 としての相撲」
87
8.7.30
(1996)
シルヴァン ・ギニアール(大 阪学院大学助教授)
SilvainGUIGNARD
「筑前琵 琶 一 文化 を語 る楽器」
88
8.9.10
(1996)
ハ ーバー ドE・ プルチ ョウ
(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校教授 ・日文研客員教授)
HerbertE.PLUTSCHOW
「怨霊 の領域」
98
㌧
8.10.1
(1996)
王 秀文(中 国 東北民族学 院助教授 ・日文研客員教授)
WANGXiu-wen
「シャクシ ・女 ・魂
一 日本 におけるシャクシにまつわる民間信仰」
ノ
○は報告書既刊
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